
あらゆる事に困難を
抱えた中で生きている
子どもたちの現状



未来の子どもネットワークは、

2000年に設立し子どもたちの明るい未来を

支援する事を目的とした活動を行っています。

http://www.miranet.or.jp/



１２歳・１５歳・１７歳の僕

∗ お米２合しかないよ。 お塩でいい。

∗ 動くとお腹が空くんだよ。メガネの共有。

∗ 小学校時代の兄妹の状況

∗ 携帯電話充電はここ。 ２００円で泣いた日

経緯によるハードルの違い。

食べる物がなかったら・・・

困っていると言ってきた時は・・・



幼児でいることのしんどさ

親を見守る→親の代わりになる。
幼いながらも自分の事より
まず親のことを真っ先に考える。
年齢や成長の度合いに不釣り合いなものである。
ケアが子どもにとって過度な負担になっている。

↓
この状態を「いい子」としてとらえられてしまっている。
ネグレクトとしての見立てはあったとしても、
ヤングケアラーとしての捉え方がまだない。

介護を担う子ども（ヤングケアラー）への具体的な支援策は行政でまだ整って
いない。少子高齢化であり、これからもヤングケアラーが増えていく。そのため
にヤングケアラーを支える仕組みを作り出していくことが大切

まずは介護の専門職である担当ケアマネジャーや保健師などがヤングケア
ラーの存在を知り、どの程度介護の負担をしているのかということに気付くこと
が必要。

子どもらしい時間を過ごせず、親や家族の心配や面倒を見なければならない
状況に追い込まれている子どもたちが問題なのだと言う捉え方は、日本の文
化・慣習として難しく、「頑張っているいい子」で終わってう現実がある。

●家事（買い物）
●一般的ケア（薬を飲ませる移動の介助など）
●情緒面のサポート

（家族の感情状態の観察、落ち込んでいる時に
元気づけようとすることなど）

●家族のための通訳
●失われていく時間
年相応に生きていく事が困難
例えば→自分の事より母の事を先に考える

救急車にのり一晩付き添う

201４年当時の
ヤングケアラーに
ついての説明です。
約10年経過して
変わった事は？



貧困の中で育つって事のしんどさ。

貧困の中で育つ子どもたちは、
多くのものを手放しながら、失いながら
おとなになっていく。

・学校での学びの時間
・友だちと遊ぶ時間
・家族と楽しく過ごす時間（家族旅行）
・家族での当たり前な時間（食事など）

私たちが当たり前に持っている当たり前
の家族や友だちとの日常の思い出を
貧困は根こそぎ奪っていく、
それがどれ程この子たちの人格に人生
に影響するのか計り知れない。

計り知れなさをそのまま子どもの頃からの貧
困を引きずりながら今親となったら自己責任
を問う地域や社会の在り方を今一度見直す
福祉の原点に立ち返る。

私たちの居場所でできるかもの事

何でもない事を積み上げていく。
食事を一緒にすることでできる事
話して寄り添い困っている事が見える。

生活支援で心の環境を変える。
幼いころからのストレスという
とげが刺さっていることへの
とげぬき対応に徹底する。

誰もがするであろう経験や体験を
社会に出る前に安心して詰める場
所や人の出会いが必要。
大人はその環境を整えるべき。

それを提供するのは親でなくても
いい。

何の支援もなく子どもの頃貧困の
中で生きて来て大人となった親と、
今しんどい子どもと、親としての育
ち、子どもとしての育ちを地域が
丸ごと関わる地域養護が必要。



心の環境を変える支援
僕たち子どもは、親や社会から守られて毎日布団で寝て、

ご飯も食べて安心して生きていけるはずなんだ。

だけど、布団で寝る事やご飯を食べる事が、生れた環境に

よって今日はどうなるんだろう？って不安だらけで毎日を

過ごして生きていかなければならない子どもたちもいる。

その毎日の不安が僕たちを壊していく。だから助けてほしい。

ぼくたちは、子どもは自分だけで環境を変える事はできない。

環境を変えられない僕たち子どもは本当は死に一番近い

ところにいるって事をおとなたちは、忘れている。



ゆかちゃん（仮名）10歳ケース



ネグレクトの定義を再読してみれば

子どもが生きていくのに成長
する為に最低限度必要なものや
最低限度の環境を与えてない場合



貧困という事が
子どもたちに与える影響 トンネリング

家賃
光熱費

食費

教育費

返済ペット
携帯電話

税金納付

医療費

食費
学習性無力感とは、「自分の行動が結果を
伴わないことを何度も経験していくうちに、
やがて何をしても無意味だと思うようになっていき
たとえ結果を変えられるような場面でも
自分から行動を起こさない状態」のこと。

子ども支援では、いい事をしているという思いを持ちたい方も多く
例えば学び支援をする時、やる気のある子に教えたい！とか
打てば響くような子に教えたい。また、素直じゃなくやる気がない
等と思われてしまうが、困難な環境で育つ子どもが何故やる気
がなくなるのか？その育ってきた環境に心を飛ばせることが必要。



を守る事の大切さ
子どもが子どもとして、育つ時間

子どもが子どもとして、いられる時間
をまもる事の大切さ





だけど、ちょっと待って

支援する時に、可哀想だから助ける！という支援の在り方は危険かも。

可哀想にみえなかったら→

自己責任を子どもに求めている支援の在り方になってしまう。

困っている子どもの支援

学校からみて、困った子、困った家庭・困った家族は、
困った子や困った家庭から見てみれば、
何かに困っている子、何かが困っている家族がそこにいる。

福祉の原点「なぜそうなったのかは問わず。困っている今をまず支援する。」

助けない・・・かも知れない



子どもたちから学んだこと、



これらかの課題

体験格差の支援が重要



何気ない事の積み重ね

安心する居場所ってなにかな…寄り添うって事しちゃってないかな

何でも話せる雑談のできる場所



家でも学校でも
ない場所の事だよ

色んなコト本当は、
してみたいんだ！

それをさせてくれる
場所なんだよね。

雨の日でも、晴れの
日でも、いつでも
友だちと安心して
遊べる場所なんだよ

いつもお腹がすい
ているよ。子ども
だけでもご飯食べ
られる場所

なんでもない話で
も話していい所。
雑談を聞いてくれ
る人がいるところ

傍で宿題み
ててほしい。
ひとりぼっち
じゃやる気し
ないんだよ。



。

ヤングケアラーは、

何が問題なのか？

支援の糸口は、

どこにあるのか？



すべての子どもたちを支えたり関われたりは出来ないけれど、
目の前に来た子、目の前に居る子、には何かかができるかも
生れた環境で左右されてしまう子どもたちの未来が、明るくなって欲しい。

ただ未来（まえ）を見て夢見る事、ただそれだけの事ができない時がある。
その辛さの積み重ねを想像する時、この子たちの何気ない未来が明るいとは
想像し辛いものがある。

この子たちが目の前に居たら私たち大人は、どんなおとなでいるのだろう。
出会うおとなで命を繋ぐ子、失う子がいる。
おとなとして何ができるのだろう。地域の中で何ができるのだろう。
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